
7/30/2007  小棹理子 
   

 1

第４回 コミュニケーション教育研究会 議事録 
 

日時：平成 19 年 7 月 30 日（月） 15:00-17:15 
場所：湘北短期大学 1 号館 128 教室 
参加者：藤沢高校 住谷先生、齋藤先生；茅ヶ崎高校 三橋先生；有馬高校 宮地先生； 
    川崎総合科学高校 原先生 

 湘北短期大学 岩崎、小野目、藤澤、伊籐、小棹 （敬称略） 
配布物： 

1. 第 3 回 コミュニケーション教育研究会 議事録 
2. 書籍：「SE のためのコミュニケーション技術」 
3. 書籍：「SE のための文章技術」 
4. 資料：Q&A（住谷） 
5. 資料：Q&A（三橋） 
6. 資料：テキストイメージ（小棹） 
7. 資料：文書作成（伊籐） 
8. 資料：出席者名簿（小棹） 
9. 資料：アンケート集計中間報告（小棹） 
10. 資料：授業計画(案) （小棹）  

 
内容： 
1. 川崎総合科学高校 原 満先生紹介（新規参加） 
 
2. 前回議事録確認（資料１） 
 
3. テキスト内容（Q＆A 方式）（説明順）（資料 4－7） 

3.1 住谷：答えがひとつに決まらない、グループワークの議論にかかる問題集 
  用語の定義、説明、下調べ等、時間を要する実践演習向け問題 
3.2 三橋：論理的思考、インターネット検索問題集 
   5 章の一部、情報検索問題集 
3.3 小棹：１章イントロと５章全般 
3.4 伊籐：アカデミックリテラシー全体 
● 前回提示したテキスト構成案に整合していることを確認。 
● 8 月 20 日までにさらに追加作問。 
● 9 月の次回研究会までに伊籐・小棹でまとめる。 

 
4. 授業プログラム（資料 10） 

● 資料 10 の案でおおむね合意、最後の 2 コマを実践問題演習とするかどうかを今後決定。 
● プレゼンテーション法を第 1－2 回に追加。 
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● 開講日： 
  案１）冬休みに 3 回（5－6 コマ分）を集中講義(2 日)、1‐3 月に 2 週に１度程度で残りの 6 コマ分 
  案 2）冬休みに３回（5－6 コマ分）を集中講義(2 日)、春休みに 3 回 

・ アナウンスは遅くとも 10 月までに行う。 
・ 湘北主導（推薦入学者対象）、会場は高校も可能。 

    
5. 今後の予定 

 次回開催予定： 9 月 20 日(木) 16：30～ 
 湘北短期大学 1 号館 128 教室 

次回内容： テキストの確認 
     入学前授業実施日程・内容等の確認 

以上 
 


